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平成29年6月発行 発行／愛知県教育委員会

県立高等学校１３校の正門などが国の登録文化財に！

主体的・対話的で深い学びの
実現に向けて
県教育委員会からのお知らせ
クイズに答えて図書カードをもらっちゃおう

愛知県教育委員会は県立高等学校に残る歴史的建造物である正門などの調査を行いま
した。このたび、安城農林高等学校正門をはじめ、明治後期から昭和初期に建設された
正門が国の登録有形文化財(建造物)として登録されることになりましたので紹介します。

“学校の顔”であるとともに、街路の景観を形成する重要な“地域のシンボル”

○柱礎・柱身・柱頭の３層からなる主門柱と脇門柱の計４本で構成
○愛知県の標準設計の採用による鉄筋コンクリート造の普及を示す証し
○ブロックを積み重ねたような石造風デザイン

★１３件の正門などが一括して国の登録文化財に【全国初！】

★大正末期～昭和初期にかけて建設された７つの門※に共通点を発見！

安城農林､明治36年(1903)頃 岡崎､大正前期 半田商業､大正10年(1921) ※津島､大正12年(1923)頃

※刈谷､大正12年(1923） ※瑞陵､大正13年(1924）頃 ※鶴城丘､大正14年(1925）頃 碧南､昭和4年(1929)頃

※惟信、昭和4年(1929）頃

旭丘、昭和13年(1938）

※小牧、昭和4年(1929） ※西尾、昭和5年(1930）頃 岩津、昭和12年(1937）

県立高等学校などの歴史的建造物については、愛知県生涯学習推進センター情報誌
「まなびぃあいち」の「あいち歴建さんぽ」のコーナーで紹介しています。
現在、52号、54号に掲載しています。今後も継続的に紹介していきます。

まなびぃあいち


